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能 登 半 島 珠 洲 沖 の 富 山 ト ラ フ の 潜 航 調 査

山崎晴雄・I

能登沖の富山トラフで「しんかい2000」による潜航調査を行い，トラフの地質鼈

序の概要と鐫造発達史に闢する資料を得た。富山トラフは能登半鳥と佐渡海嶺の間

を北に延びる深梅海盆で，日本海の東誄を構成する地形要素のーつである。最近，

この富山トラフを翕む日本海東縁か，第四紀になって活動を闘始した新しいプレー

ト収斂境界であるとする考えが提唱されている。また。トラフ底には，富山深海長

谷と呼ばれる細長い峡谷が存在し，卜うフ底を下刻している。

潜航調査はこの濠海長谷の東側斜面において実施された。観察されたトラフ堆爾

勧は最下郎の礫岩屆を除き。大部分が泥岩で槙成されていた。また，深虞1550m で

採取した砂岩の微化石分折の結果。地層は最上部鮮新統で，その堆積環境は大陸棚

のような浅梅域と推定された。

これらの事実は，鮮圻世末以降トラフが1500m も沈降したことを示唆している。

しかし，現在｝うフ底は深海及谷に下刻されており，沈降してはいないらしい。こ

れから，第四紀の間にトラフのテクトニクスに大きな変化のあったことが推定され

る。だが。この変化の原因を日本海東縁での沈み込み辺!勁の開始に備すことは困難

である。なぜなら，新しい沈み込みの証拠と考えられていた｝ラフ東縁の変形綢造

は，鮮新世にすでに活動していたと考えられるからである。

Geology  of the Toyama  Trough  off the Nolo Peninsula,

Central Japan as observed from DSRV  "SHINKAI  2000".

Haiuo YAMAZAK1*2

The  294ill dive of  DSRV  "SHINKAt  2000"  was  carried out in the

Toyama  trough off the Nolo  Peninsula lo obtain infounatkm  on geological

setting and  tectonic movement  along the (rough. The  Toyama  trough  is a

deep  sea basin stretching northward  between  the Nolo  Peninsula and the

Sado  Ridge. On  the sea floor of the Toyama  trough, there is a long and

narrow  canyon, called the Toyama  Deep  Sea Channel, cutting into the trough

fill sediment.

Recently, a new  idea on (he tectonics along the eastern margin of the Sea

of  Japan, including the Toyama  trough, has been advocated, i.e (he  eastern

margin  of  the Sea  of  Japan  might  be a new  plate convergence bound  aiy

between  Eurasian and North  American  plates, activated during the Quarter-

nary  period.

The  294th  dive was  made  on  the eastern steep wall of  this Deep  Sea

Channel. Most  of  the  obseived  fill sediments  are composed  of  massive
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muds  lone and  thin  conglomerate  beds  a( the lowest  part of  the wall. The

microfossil assemblage  of  ihe sample  at 1,550m  in depth  indicates thai this

trough  sediment  has  accumulated  in  the shallow  water  region such  as  the

continental  shelf during the latest Plioccne period. 'Ihis fact implies that the

trough  has subsided  about  1,500m  since the early Pleistocene. As  the Toyama

Deep  Sea  Channel  cut$  the trough  floor, it seems  that the trough  is not

subsiding  at present. This  suggests a drastic change  of the tectonic pattern of

the  trough  during  the Quarternary  period. However,  it is difficult to under-

stand  that this big change  is related to the beginning  of new  subduction  along

the  eastern iriargin of  Japan  Sea, because  many  data show  that the deformed

structure along  the eastern margin  of  the Toyama  trough, which  was  thought

to be evidence  of new  subduction,  was already activated in the Pliocene.

１． はじめに

1983年５月の日本海中部地震（M 7.8 ）の発生

を契機として ，日本海東縁やフォッサマグナの西

緑地域について，その島弧テクトニクス上の窟味

付けに関する議論か活発に展開 されるようになっ

てきた。この口火をきったのは小林(1983) と中

村（1983 ）である。２人はそれぞれ独立に，日本

海東線地域は日本海の地殻が本州の下に沈み込ん

でいるプレート収斂境界であり，これに続くフ・ ツ

サマグナ西緑の糸魚111－静岡構造線はプレートの

横ずれあるいは衝突嶝界であろうと予想した。こ

の中で小林（1983 ）は，現在の東北日本はユーラ

シアプレートの東端部ではなく，北米プレートの

一部として挙動していることを指摘した。また，

中村（1983 ）は日本海東緑部の海底地形や地質構

造の具体的な特徴から沈み込み運動の証拠を指摘

すると共に，周辺地域の地形・地質データに基づ

いて，日本海東緑での沈み込みの開始は１～2  Ma

前以降で，ここは最近活動を始めた新生プ レート

境界であると考えた。

この新しいプレート説は多くの研究者の関 心を

集め，様々な見地からその実証性や運動像に関す

る検討が加え られた（ 例えばSeno.  1985a,  b な

ど）。そして従来のプレート説では説明の難しかっ

た事実，すなわち，相模ト ラフと駿河トラフでは

フィリビｙ洶プレートの相対運動の･方向が一致し
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ないこと，あるいは，プレート境界から遠く離れ

た内陸の飛騨山脈か第四紀に盛んに隆起したのは

何故か，などをうまく説明する（石橋. 1984など）

ので，運乖開始時 期や運動様式にっいて細部に異

論はあるものの，この新しい考えは研究者の間に

広く受入れられるようになって きた。

中部地方に新しいプレート塊界が存在するとす

れば，それはこの地域の地震発生メカニズムに深

く関与している筈である。そこで，この地震予知

の推進のためには，中部日本における地震と構造

運勣の関係，すなわち，地震テクトニクスの解明

が必要となｰ,てきた。このようなことを背景に，

昭和60年度より，科学技術振興調整費「中部日本

活構造地域の地震テクトニクスに関する研究」が

開始された。この研究の中で ，海洋科学技術セン

ターと地質調査所は潜水調査船「しんかい2000」

を用いて，糸魚川 一静岡構造線の海側の延長に当

る能登半島沖の富山トラフについて ，梅底の地形

地質調査を実施することになった。この研究のね

らいは予想されるプ レート境界域の海臓の地形・

地質を観察茣査し，據瑟変動や活構造に閨するデー

タを得ることである。昭和60.61 年度は調査母船

1’なつしま！による事前調査が行われ，海底曳航

ビデオやサイドスキャンソーナーなどを用いて海

底のデータが集められた。そして ，潜水船による

潜航調査は62年度に実施された。本論はこの潜航
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調 査 に つ い て の 報 告 で あ る 。

２ ． 富 山 ト ラ フ と 富 山 深 海 長 谷

今 回 の 調 査 対 象 域 で あ る 富 山 ト ラ フ の 地 形 ・ 地

質 に つ い て 概 要 を 述 べ る 。

富 山 ト ラ フ は 富 山 湾 か ら 北 に 延 び 。 佐 渡 海 嶺 と

白 山 瀬 の 闢 を 抜 け て 大 和 海 盆 に 至 る ， 延 長17{}k ｓ.

幅20 ～45 ㎞ ， 深 さ800 ～2000m の 舟 状 洵 盆 で あ る

(岩 淵,  1968) 。 富 山 湾 で は 深 度1000m 以 上 の 部

分 が 湾 奥 ま で 入 り 込 み ， 駿 河 ，相 模 の 両 湾 と 並 ん

で 日 本 で 最 も 急 深 な 湾 の ー つ と な っ て い る 。

こ の 富 山 ト ラ フ は 朿 北 日 本 と 西 南 日 本 の 地 質 搆

迫 境 界 に 位 置 し て お り ， そ の た め ト ラ フ の 東 西 両

側 で 地 形 ・ 地 質 構 造 に 大 き な 差 異 か 認 め ら れ る 。

す な わ ち ， ト ラ フ の 東 倶 』で は 北 東 一 南 西 方 向 に 地

形 及 び 地 質 構 造 が 配 列 す る の に 対 し ， 西 側 に は 白

山 瀬 の 構 造 を 規 畠『』す る 北 西 一 陶 東 方 向 の 橘 造 が 認

め ら れ る( 岩 淵｡1963. 岩 淵 ほ か,  1976) 。 同 様

の 特 徴 は ト ラ フ 底 に も 認 め ら れ ，富 山 ト ラ フ 内 の

1 臣111海 底 谷 を 墳 に 寶 西 でj 地質 構 造 が 異 な っ て い る 。

こ の 境 界 は 糸 魚Jll ・ 静 岡 構 造 線 の 北 方 延 長 部 に 当

る と 考 え ら れ て い る( 桜 井 ほ か ，19?2) 。

能 登 沖 の 海 底 の 地 質 は 基 盤 と Ｄ ～ Ａ ま で の 堆 積

層 に 区 分 さ れ る( 桜 井 ほ か.  1972) 。 Ａ 層 は 第 四

系 ， Ｂ 屬 は 鮮 新 統 ， Ｃ ， Ｄ 層 は 中 新 縫 上 ， 中 部 で

あ る 。 富 山 ト ラ フ の 底 に は Ｄ 届 が 広 く 堆 積 し ， Ｃ

ｌ か ト ラ フ の 緑 辺 部 で こ れ に ア パ フ ト し て い る 。

こ れ か ら ， 富 山 ト ラ フ は Ｄ 層 堆 積 盆 の 分 化 に よ っ

て 形 成 が 始 ま り ， そ の 後 沈 降 運 動 が 継 続 し て 厚 い 地

11jか 堆 積 し た と 推 定 さ れ て い る( 岩 淵 ほ か,  1976) 。

富 山 湾 内 に は 多 数 の 海 底 谷 が 発 達 す る が ， そ れ

ら は 下 流 で 富 山 深 海 長 谷(jll 上 ，1970) と 呼 ば れ

る 巨 大 な 海 底 谷 に 収 斂 す る 。 こ の 海 底 谷 は 富 山 ト

ラ フ か ら 大 和 梅 盆 を 経 て 日 本 海 盆 ま で ， 延 畏500

． に わ た っ て 追 跡 さ れ る( 徳 山 ・ 末 益,  1986) 。

ll 登 沖 の 深 海 長 谷 は 谷 の 深 さ が250 ～400m で ４

ヽ ５ｋ・ の 谷 幅 を 持 ち ， 流 路 に 顕 著 な 蛇 行 が 認 め ら

rt る 。 ま た ， 谷 の 断 面 形 は 曲 流 部 で はJ 同 剌 尓 で ，

文 撃 側 斜 面 は 急 崖 と な っ て い る( 岩 淵.  1968) 。

こ の 谷 の 成 因 に つ い て は ， 海 底 が 混 濁 流 に よ っ

ｒ 浸 食4 れ て で き た も の と 考 え ら れ て い る( 岩 淵。968

，
畄 隋 ほ か.  1972) 。 一 方 ，鑞11 ・ 末 益(1986)

ま大 和 海 盆 付 近 の 調 査 か ら ， 深 海 長 谷 に 沿 っ て 活
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図１　口本海の海底地形と音破探査測線位置及び潜航

調庚位置。

FiK. 1　Bathvinetric mao of thｅ Japan Sea and

断層が認められることや海底の蕃盤の高まりを槇

切って谷が抜けているところもあることから，こ

の谷はプレート境界に沿･つて発達した構造谷と考

えている。

図２はこの富山トラフの能登沖から佐渡に至る

海域の音液探査断面である。それぞれの跿1線位置

を図１に示す。これは, 1978J年に地質調査所が実

施した，日本海の探査記録（ＣＨ７８-２）の一部

である。この断面を見ると，いずれの測線におい

て も平坦な富山トラフと，それを到む富山深海長

谷か顕著である。トラフの充鶚物としては基盤と

それを覆う２層の堆積層が認められ，玉木ほか

（1郭1）は上半の堆積層を第四系，下半を鮮新統

に対比している。

locations uJ the ^Cisinic profiler.

A  open  a  rely indicates ihc  location

of Dive  294.
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Z2

図 ２ － ２

闊2j 自首 調 査 甬 の 調 査 ＩＧ Ｈ-78-2 ） で1りら れ た 富11j ト ラ フ を 暎 断

す る 音 波 探ilij111j 位 置lj 図 １ 参 照 。

Rr.  2　Seismic profiles of lhe T ｕｙama trough deri ｖed

11･｛,m lhe GH 78-2 cruise b ｖ GaJI りｇｉｃａ｝Sljr ｖｅｖ ｏr

Japa･1.

PIJｓiligjll ljl ihe pl･oflle ｓ ａrｅ ｓh,jｗll in FiR. |｡
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この断面で特徴的なことは，富山深海長谷は，

最上部の第四系を刻んで発達し，谷底の堆積物の

存在がはっきりしないことである。また，もうー

つの特徴はトラフ堆積物が地殻変動を受けて（本

州側）東側に厚くなっていることであ る。中村

（1983）はこの構造を根拠のーつにして，富山ト

ラフの東緑すなわち日本海東緑では新しい沈み込

み運動が始まっていると考えた。

３． 潜航調査の概要

今回報告する第2SM潜航は，昭和62年９月13 日

に能登半島珠洲東方50k皿の海域において実施され

た。潜航海域の位置図を図 ３に，また。潜航デー

タを表１に示す。

潜航調査を実施した能登半島珠洲沖50kｍの地点

は，富山トラフを刻 み込む富山深海長谷が顕著な

短周期の蛇行を行っているところである。調査は

この深海長谷の谷壁に現れている富山トラフ堆積

物の観察及び試料採取を目的に実施された。その

ため ，潜航ルートは深海長谷底に着底した後，蛇

行の攻撃斜面側で最も急な斜面を上昇しながら観

察するよう設定された（図 ３）。

以下に梅底での観察記録を述べる。なお，図４

には航跡図をシーピームで作成した地形図上にお

としたものを示す。また，図 ５は航跡に基づいて

作成した深海長谷斜面のプロファイルである。さ

らに，図６は上記斜面に見られるトラフ堆積物の

柱状図であ る。これは本潜航調査と第295 潜航の

閃３　能登罕g911の富山トラフ。富l】|深海j4谷の

地JSと第294 潜航調査位晒。

Fig. 3　Detailed bathymetry of lhe Toyama

trough and the  Toyama Deep Sea

Channel ｏrｆ Noto ftrmnsula. IXｒａtjon

of Dive 294 1 ｓ also shown in lhi ｓ

map.

ぶ１　抑291 潜航の概要

Tabic l　Summary of the Dive 294.

/4
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図４　潜航綯査位忽付近のシービームSこよる梅庭地形図と潜水船の航跡、

その南側の直線はビデオ搬航調企測線を示す。

図 ５　 潜航認査によ って作成された富l.【|深 海長谷mflii】谷!聽の断面図。

Fig. 5　Profile nf t ｈｅ ｅａｓteｒｎ valley wall of the Toyama

Ｄ{sｅｐ Ｓｅａ Channel deri  ved fr ｏｍ the Dive 294.

JAMST6CTR ＯEＥＰＳＥＡ ＲＥＳEＡＲＣＨ　11198 ８1
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Fig. 4 $ca-beam  map  showing the  detailed bathymetry of

vicinity of Dive 254 and annotated dive track.

Straight line south of the dive irack shows  the

irace of the sea bottom survey using the tosved

vjdeo camera.



図６　富山深海長谷の谷壟で観察された岔11」トラフ堆積物

の柱状図（ｍ中ほか. 1987)。

Fig. 6　Q 】lumnar ｓｅｃａｉｏｎ ｏｆ the Ｔｏyａｍａ

trough deposit ｗhich was observed

at the ea ｓtｅrｎ valley wall 0f the

Toyama Deep Sea  Channel by

’SHINKA12000 ’

側に偏 り，塵 の麓で最 も深くなって いるという従

来からの指摘 を追認する ものであ る。

（訓 哺面麓部

UB547 分 ，深度1615m で切り立･・た谷壁 斜ｉ の

麓に着く。 ここは通常 のnl の麓 とは全く様子が異

なり ，礫岩からな る垂直な匐が長谷底か らそそり

立 ってい る（写 真 一 １）。 斜面 からの崩落等に よ

る堆積物は全く見られな い。

礫岩層は分級が良く,成層してい る｡ 主体はcobble

で ，xloｒｍａ】ｇｒadirlgを示 して いる（写真 一２）。

こ の付近で は斜面 が急な ため ，露頭に触 れたり礫

を採 取することがで きず，地層 の硬さ や礫種 等は

不明 であ る。ま た，写裏 一２の上部 のように ，こ

の礫岩眉 には露頭 の右 から左 への古流向 を示 す顕

著 なimbricat ｉｏｎが認 められ る。こ れか ら， この

礫岩層 の礫は本州側からの流 れによ って運ば れ。

堆積 したもの と推定される。

③ 斜面下半部

塚度1610m 付近には かなり粗い礫が認められる

が，そ の上位で は繽粒化 しpebble が主 体とな る。

また，砂 層等 の挾み も多 くな る。深度1605m より

浅くな るとさらに細柆 化が進 み，1600m 以 浅は礫

は認められなくなる。 これ より上位 には細 粒な地

層が厚 く堆積 してい る。露頭 では ，岩の角 がかな

り鋭角に割れていることから。泥岩 またはシルト

岩と判定され る。こ の付近 の斜面 傾斜は約65 度で

地層の露出はかなり良 いが地層 の構造はほとんど

認めら れない。

深度1590m には驢底可能 な小 さな平坦地と ，す

ぐ上 からの転 石と思 われ る砂岩 ブロッ クが認 めら

れた。 ここで マニピ。レ ーダーを 用いて試料採取

を行 った。 この地層は中柆 砂岩で ，固結 度はあ ま

り高 くなかｰ, た。 この試料 につ いて堆積 年代及 び

堆積環境を知るために，微化石の詳細な分折を行っ

た。 この結 果は次章で述 べる。

④剣面上半部

深度1480m 付近にはこ の斜面 の下部傾斜変換点

があ る。図 ６に示 すようにこ れより上位では 鰛斜

が緩 く なり （40-45 ° ），露 頭 条件 は悪 化す る。

こ の部分で 数回試料採取を試 みたか結 局い ずれも

失敗 した。 傾斜変換点よ り上部 は厚 さ數cl 程 度の

溽屬 が成隨 した絨粒岩に 変る。 割れ方から判断し

て泥 岩から緡粒砂岩 と推 定される（写真 一３）。

ビデオ記録などから作成された（田中ほか，1987）。

①富山深海長谷底

着底した富山深梅長谷底は深度1610m, 海底は

平坦で底質は泥である。水の濁りは少なく，視程

は６ｍとかなり良い。Ｈ畤Z&分東佃1の谷甓を目指

して航走を開始した。谷底は平坦だが東に向って

緩くF がり，東側谷壁に到達するすぐ手前で今回

の潜航調査の最深地点（1618m ）を通過した。こ

れは，富|｡|」深梅長谷の蛇行部では流心か攻撃斜面
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ま た ，一 部 砂岩 ・ 泥岩 の互迴 と思 わ れる と こ ろも

あ る。地 層に は断層 や変形 はほと んど認 められ ず ，

ま た ，ジ 。イ ンド も少 な い 。潜水 船 から の観 察 で

は 。これ ら の地 層 が 激 しい 地 殻 変動 を受 け た様 子

は 認 め ら れ ない 。

深 度1260m 付 近 に は さら に も う一 箇 所傾 斜 変 換

点 が あり 。ここよ り 浅い 部 分 では さ ら に斜 面 傾斜

が 緩 く な る(10-15 ° ）。 斜 面 全 体 が泥 に 覆 わ れ

て露 頭 は ほ と んど 無 くな り ，地 層 の状 況 は分 らな

く な る。14 時23 分 ，深 度1220m で 離 底 上 昇 し た。

⑤ 観 察 の ま と め

RI 卜 のよ うな 潜水 船 によ る観 察 の結 果 ，次 の亊

実 が判 明 し た。

ｌ ）富 山 深 海 長 谷 の壁 面 に認 め られ る富 山 ト ラ フ

堆 積 物 は 下位 か ら ，分 級 成層 し た礫岩 ，塊 状 の泥

岩 及 び砂 岩 ，そ して ，その上 位 の溽 く成 層 し た泥

岩 ，シ ルト岩 ，あ る い は 砂岩 泥 岩 互眉 で構 成 され

る（図 ６）。

２）谷 壁 斜 面 は 断 面形 を みる と 直線 的 な三 つの斜

面 で形 成 され ，問 に ２ヶ 所 の 傾斜 変換点 があ る 。

下 都ほ ど 傾 斜 が急 で全 体 とし て凸 型 の斜 面 が作 ら

れ てい る （図 ５ ）。

３）斜 面 の麓には崖 鐙 伏 の地形 は認 めら れ ず ，平坦

な長 谷底 と急傾斜 の谷壁創 面ヵq妾し てい る （図５ ）。

４ ）観察 さ れ た層 理 はい ず れ も水 平 で ，地 層 の変

形 や 断層 も認 め ら れ ない 。 ジョ イ ント も少 な く瀲

しい 地 殻 変 動 を受 け てい る様 子は な い。 ま た ，変

黻 地形 と思 われる異常 な地形 も観 案さ れな か った。

４ ． 微 化 石 分 析

深 海1550  m で 採 取 した砂 岩 塊 つ い て ，その 堆 積

年代及 び堆積 環境 を推定 する ために ，ナ ンノ化 石 ，

花粉 化 石
。有 孔 虫

化 石 ，珪 藻 化 石に つ いて それ ぞ

れ分 析 を 行
う た。
実 際 の分 析 作 業 は パ リノ サ ーベ

イ關 に 依 頼 し た。以 下 に これ らの 分析 結 果に つ い

て 記載 す る 。 なお ，化 石抽出 方 法な ど の分析 方 法

に っい て は記 赦 を 省 略 する 。

① ナ ンノ化 石

ナ ンノ化 石 の産 出頻 度 は 低 く ，溶 解 が 進ん でい

て化 石 の 保 存状 態 も悪 い 。産 出 化 石 は 表 ２に 示 す

４種 であ る 。 い ず れ もＮｅｏｇｅｎｅ～ Ｑｕａｒtｅrｎａry に

広 く 産出 す る極 で ，本 試 料 の 時 代 判定 に は役 立 た

な か っ た 。

JAMSTECTR DEEPSEA RESEARCH　･19 ｓ ’I

表２　富山トラフ堆碵勧から検出された石灰

il ナンノプランクト ン化石

Table 2　List of t ｈｅ nannofossi】ｅｓ

detected frｏｍ the 1111

sediment 0r ｌｈｅ Toyama

trough.

② 有 孔 虫化 石

本試 料 中 の有 孔 虫 化石 の産出 頻度 は高 い が ，溶

解 を受 け 保 存状 態 は良 くな か った。底 生 有 孔 虫 ，

浮 遊性 有 孔 虫別 に産 出 リ ストを 表３に 示 す 。浮遊

性 有孔 虫 比 は40.8% と 高 く ，外 洋 水 の 流 入 す る海

域 に堆 積 した もの と考 えら れ る。

窿啝 有孔 虫 群 集 では 尺QlaX ££必 を初 めと し て浅

海生 ｇ種 か多 く ，現在 の 日本 海に当 ては め る と陸

棚 上の表 層 水 域 （水 深50m 以 浅 ）の群凛 と類 似す

る 。ま た ，現 在 の日本梅 の固 有水 フｆ － ナ （水 深

300ma 深 ） に 特 徴 的 な膠 着 種iMiltammina

echigoensis,  Trochammina  jo￥ｘｓ ａ ）やTri/aria･

kokozuraensis. ぴvigerina  akitaensis の 産 出 は稀

で あ る。 これ らか ら ，地 層 の堆 積環 境 は 浅海 域 と

推 定 され る 。

浮逝 性 有孔 虫 は い ず れも寒 冷群 集 から な り暖 海

性 種 を 含 ま な い事 が特 徴 であ る 。ま た，淌 叨 励・-

quadrina cf. ａｊｕ4 ）iを 産 出 し たが ，他 の 状 況 か

ら 見 てこ れは ２次堆 積 と推定 さ れ る。 これを 除 く

と ，時 代 を 推定 で きる種 は同 定 され な か-1 た 。 強

い て この地 層 の堆積 し た時代を 推 定 す ると ，浮 遊

性 稙 は 寒冷 群 災 のみ か ら 成る こ と ，ま た，２次

堆 鵑としてNeogl 。boquadrina  cf.  as 。 。iが含まれ

ることから。東北日本ｉ 田1 齠 Ｓ）GIobiger ｊｎａ pachy-

del･ｍａ（si,lstal ）／で;Iobigerｉｎａ quinquelba x ｏｎｅ

からGlobigei･ina ｐａｃｈyder ｍａ（ｓinｓtal）／GIobi-

gerina incompta zone （ 米 谷，1975 ） に 対 比 さ

れ る可 能 性 かあ る。 こ れら のｚｏｎｅは 新潟地 域 の鮮

釿・ 更 新 統 の西山 ～灰 爪jl 準 で. Blow  (1969)

j7



X8

表３　富djトラフ堆積物から検山された有孔虫化石

Table 3　U ｓ1 0「lhe forami 【nifer detected lぽりｍ the f111 sediment

ol tｈｅ Toyama ｌrｃｕgh.
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のN22,  N23 に あ たる。

③ 花粉化 石

産 出化 石 リ ス トを 表jl に 示 す。試 料 は １屬 準 だ

け で 時代 や環 境を 議 論 す る こ とは で き･な か っ た。

堆 積時期 は 。中 折 世 の示標花粉 であるLiquidambar

が ほ とん ど 含 ま れな い の で ，地 層 は鮮新 世 以降 の

堆 積 と推定 され る。

④ 哇 藻 化石

産 出 化石 リス トを 表 ５に 示 す 。産 出 化 石 の大 部

分 は 海 棲種 であ る （約88 ％ が 海 棲種 ，10 ％ が淘 棲

～ 汽 水 棲 種 ）。 優 占 種 は 沿 岸 浮 遊 性 の癶|・ 陥

ｓｕIcala ，naj41 ｓsia。,71a nitzsckioides で ， 低 塩

分 海 水 域 を特 徴付 け る もの であ る 。 こ の他 ，海

ヽ汽 水顋で付着咆ａＲ庇lpゐｏ･･eis surirella.Coccone £s

scutellum 等 を 伴 っ てい る 。 こ れ か ら。地 層 の 堆

積 し た環 境 は 沿岸 浅 海 域 だ っ た と考え ら れる。 こ

れは 有 孔 虫 の 分析 結 果 と一致 す る。

本 試料 中に はiVeodenticula ｉｏ£zamii,

Thalassiosira 回 £&冫回 等 の 更 新 世 に お い て 絶 滅

した珪 藻 種が 認 めら れ ，時 代 判 定 の鍵 とな っ て い

る。図 ７ には 北 太 平洋 に お け る主 要 珪 藻 化 石の生

育 層準 を 示 し た。 試科 中 に は上 記 絶 紡種 よ り新 し

い？ｓｕ由 ｇｕtxogia doiiolus,  Neodenticula

seminae,  Actino り ｃ＆s oculatus,  R ゐiｚｏｓol朋ia

curvir ・slｒ£sが 現 れ ぬ こ と か ら ，絶 滅 種 は ２次 堆

積 と は 考え ら れ ず，ま た，絶 滅 の よ り 早 いＮｅｏ･

denticula ゐumtschaiica を 伴 わ ぬ こ とな ど か ら ，

地 層 の堆 積 時期 は上 記 の絶 滅 し た ２橿 が 共 存 し て

い た時期 ，す な わち 。鮮 新 世 最上 部 付 近 と 考 え ら

れ る 。 こ の 分析 結 果 も有 孔 虫 分析 の結 果 と 調 和的

であ る。

⑤ 鐓 化 石 分 析 の ま と め

徼 化 石 分 析 の 結 果 。第294 潜 航 で深 度1550  m か

ら 採 取 さ れ た砂岩 の年 代 ，堆 積 環 境は 次 のよ うに

ま と め ら れ る 。

１） 有 孔虫 ，珪 鴈 分析 の結 果 ，採取 試 料 は 沿 岸 浅

海域 （深度50m 以 浅 の陸棚 上 の地 域 ）に堆 積 した

地層 と 考え ら れる 。

２ ）地 層 の 堆 積 年代 は, 珪 藻分析 及 び有孔虫 のデー

タか ら 鮮 新世 最 上部 付近 （約200 万 年 前 ご ろ ） と

考え ら れる 。

衷 ４　 富 山 ト ラ フ 堆 積 物 の 花 粉 分 析 結 果

Table ４　 ＰｏＵｅｎ ａｎａｌyｓiｓ Ql the Ｔｏyａｍａ

ｌrｃｕgh deposit s ａｍｐｌｅｄ ｂy the

Di ｖe 294 0f　 ’ＳＨＩＮＫＡ１２０ｎａ‘.
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第５表 富山トラフ堆積物中の珪藻化石

Table ５　Diatom analysis ｏr the Toyama trough sediment sampled by the

Dive 294 of "SHINKAI 2000 “

Legend

H.Jl.
 .
 IMiobion rat*
£u h Euhaioiwus  I Marl no sv ater)
Buh  M≪h : Buhalobous to Mesohalobous

(Marine to Br≪tki$h water)
M ≪l) .  Mesohalohous (Brackish water)
OgJi nil '  01igo3>a)obou8 halopi'iious forms
Ogl>m<J .  Oligohalohou* indifferent form?

pH  : poUnlial  of Hydrogen

at≪i( : Alkalliphilous forms

C.K.  Cuii^nt  nli?
･ LimciopPutous forms

inci Indiffmnl  forms
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閃７　 北 太平洋地域|こおける主要珪ｓ 化石の生育範囲(Koizumi,  1975)

Flg. 7　Diagram show  j ng the range z ｏｎｅｓ ０１ characteristic

dialom ｓ in the ｎｏｒlllel･11 Pacific arｅａ ｛ＫｏｌzｕMI ，1975｝.

5.　考　　 察

（Ｄ富山トラフの地殻運動

富山トラフの樢成物は鮮新世の暈末期（約200

万年前）に陸棚 のような浅海域に堆積した地層と

考えられる。これは，徴化石データだけでなく，

インプリゲージ・ンを持ち陸城あるいは河口付近

に堆積したと懋われる礫岩眉がその下に存在する

ことからも強く支持される。

すると ，現在の地層の深度1550m は，微化石か

ら推定される堆積深度に比べて異常に深く。この

ことは地層の堆積後富山トラフが大きく沈降した

ことを示している。沈降鼠は地層の堆積深度を５０
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ｍと仮定すれば1500m. 海水準低下を考慮しても

1300m の沈降量が考えられる。仮にこの沈降か現

在も続いているとすると，見掛けの平均沈降速度

は0,75m ／101年と計算される。

②富山深海長谷の形成と富山トラフ

ところで。富山トラフを刻む富山深海長谷はい

っから，どのようにして形成されたのであろうか。

潜航調査から，畏谷斜面の地形断面は斜面最下部

が最も急で，現在下刻を続けている陸上の谷と良

く似ており，この谷が下刻作用ででき，また，現

在下刻されつつあることを示している。さらに，

谷底や崖麗には堆秘物がほとんど認められなかっ

2j



たが，これも谷底の堆積物 が下流に押し流 され，

長谷底がいつ も浸食状態にあることを示 している。

こ のような強 い浸食 は何故起 きるのだろ うか。

梅底 谷は混濁流などで 削られると考えられている

が（岩淵，1968 ），現在 の富山 湾で 考えられる混

濁流の原因は ，春に日本 アルプ スからもたらされ

る大量 の雪解 け洪水流であろう。 河川から出てき

た洪水流は海底谷に入り 。混濁流 となって深海長

谷を下刻するのではな かろうか。

富山深梅長谷 は，富山 トラフの音波探 査記茲に

よればトラフ堆積層の最上郡を 占め るＡ届（第四

系）を切 ってお り，そ の形成時期は第四 紀にな っ

てからである。前述のように鮮釿世末以 降も富山

トラフは瀲 しい沈降運動を続けていたはずであり，

そのよ うな時期に浸食基準面の低 下を意味する谷

の下刻 が同時に行われて いたとは考えに くい。 ま

た，音波探査断面からト ラフ充填堆積物 の構造を

見て も埋没谷 は認められない（ＨｏｓｚＡ ｅｄ.｡1979 ）。

これ らのことは，富山ト ラフの沈降運動 と探海長

谷の下刻作用は全く時期 の異な る運動であり ，富

山ト ラフでは第四紀のあ る時期に地殻運動に質的

な転換 が起ったと考え られる。

徳山 ・末益(1986) は富山深海長谷 が大和海盆

に入る ところに ，第四紀にな ってから巨 大な海底

扇状地が寶彡成されたことを指摘 して いる。これは，

富山ト ラフの地殻運助に 変化が起き ，本州から の

堆積物 の多 くが富山ト ラフに堆積せず ，11山深海

疂谷を抜 けて大和海盆に達す るようになったこ と

を示す ものか もしれない。

では ，富山ト ラフの運 動の質的な転換は何を意

味するのだろう か。海底 の下刻 も陸上 と同 じく浸

食基準 面の低下 が原因 と考え れば ，富山ト ラフに

下刻が起 きる ためには下流ｌ の大和海 盆あ るいは

日 本海盆 との問 の比高 の増加が必要であ る。 その

原因 として ，Ｉ ）トラ フ自体 の沈降運動 の停止と

隆起 の開始 。２）大和 海盆側 の沈降による富山ト

ラフとの間の落差の形成 ・拡大 が挙げ られよ う。

こ れらについては現在 データが無く ，これ以 上の

検討は困 難であ る。

③ 富山トラフの地殻函 勧と東jﾋ日本北米プ レート説

北米プ レート の日本海東緑で の沈 み込みは ，中

村 （1983 ）によ って富山 卜う フの東 の緑に 見られ

る堆禎物 の変形櫛造が根拠の一つに挙げ られてい
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る。しかし，潜航調査の結果などから見て，変形

を受けつつ堆積した地層は大部分か鮮新世以前の

堆積物であり ，もしこれがプレート運動によるも

のならば，その活動開始は蚌新世を遙かに邏るこ

とになり ，最近の沈み込み屑始を示唆するという

他の地学的な証拠と矛盾してしまう。

富山トラフの東縁に指摘される変形構造は，測

線によっては認められないところもあり，これは

トラフの緑に平行する構造ではなく，佐渡海嶺に

平行する変形構造がトラフ内に延びて断片的に認

められるものと考えた方が良いのではなかろうか。

また，深海長谷沿いではト ラフ堆積物に変形はほ

とんど無く 。この付近かプレート収斂境界のよう

な激しい地殻変動の場に近接したところとは考え

にくい。このように，少なくとも能登沖の富山ト

ラフの端では，プレート収栽運動を反映する地殻

変動はその存在が詔められない。

前述したように富山ト ラフでは第四紀において

運動の質的な転換か起きているか，東縁部でのプ

レートの沈み込み開始の証拠が否定されたので，

この転換を北米プレートの運動と結びつけるには

資料が明 らかに不足している。今後。富山トラフ

の堆積物の詳細な検討などを通じて，第四紀にお

ける富山トラフの運動の転換の真の原因を探求す

る必要があろう。
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